
【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

公共交通をとりまく環境 （新旧比較） 

（１）地域特性 

①糸満市の地区区分（令和元年） 

糸満市は 35 の字に区分されており、下記に示す糸満・西崎・兼城・高嶺・三和の５つの地区

に大別されています。 

 

（糸満市地区区分） 

糸満地区 糸満、西川町、潮崎町 
西崎地区 西崎町 
兼城地区 照屋、兼城、潮平、阿波根、座波、賀数、北波平、武富 
高嶺地区 豊原、与座、大里、国吉、真栄里 

三和地区 真壁、宇江城、真栄平、新垣、伊敷、名城、小波蔵、糸洲、南
波平、喜屋武、束里、福地、山城、伊原、米須、大度、摩文仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

 

（１）地域特性 

①糸満市の地区区分（令和 6年） 

地区区分の変更はありません。 

 

▼令和元年以降に人流や移動需要に影響すると考えられる主な開発等 

・2022 年 4 月 シャボン玉石けん くくる糸満 オープン（潮崎町 1丁目） 

 出典：糸満市 HP より 

 

・2022 年 7 月 琉球ホテル＆リゾート 名城ビーチ オープン（名城） 

 出典：     （フリー素材） 

 

・2022 年 10 月 沖縄県水産公社 地方卸売市場 イマイユ市場（糸満漁港） 

 出典：沖縄県 HP より 

  

【資料３】 

観光文化交流拠点施設として糸満市の

歴史や文化を紹介し、体験プログラム

も提供。 

多目的ホールは最大 582 席。その他企

業研修や会議に利用可能な会議室。屋

外ステージはイベント等で利用可能。 

443 室の客室。全室オーシャンビュー

で、快適な滞在を提供。 

沖縄県水産公社地方卸売市場 

施設管理者：（一財）沖縄県水産公社 

敷地面積：15,494.03 ㎡ 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

②人口及び高齢化率（令和元年） 

糸満市全体の人口は 62,099 人（令和元年 9月時点）であり、うち 65 歳以上の高齢者は、

20.6％となっています。 

 

 

③将来の人口総数 

「糸満市人口ビジョン（平成 28 年 3 月）」の調査によると、社人研の推計では、市の人口は

2030 年の 59,238 人をピークに減少する傾向となっています。ただし、当計画に示される取り組

みを実施することにより、将来の人口総数は、計画の目標人口である 63,000 人を達成・維持

し、社人研推計と比較して、2060 年時点で約 9,700 人の増加が見込まれます。 

 
▲糸満市人口ビジョンに示されている人口推計 

31,437 - 30,662 - 62,099 -

5,729 9.2% 5,539 8.9% 11,268 18.1%

19,681 31.7% 18,334 29.5% 38,015 61.2%

6,027 9.7% 6,789 10.9% 12,816 20.6%

 前期高齢者（65～74歳） 3,619 5.8% 3,343 5.4% 6,962 11.2%

 後期高齢者（75歳以上） 2,408 3.9% 3,446 5.5% 5,854 9.4%

合計女性男性

 老人人口（65歳以上）

 生産年齢人口（15～64歳）

総人口

 年少人口（0～14歳）

人
口

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

②人口及び高齢化率（令和 6年） 

糸満市全体の人口は 62,281 人（令和 6年 6月末時点）であり、うち 65 歳以上の高齢者は、

23.5％と、前計画を策定した令和元年当時からの約 5ヵ年間で約 3ポイント増加しています。 

  

 

③将来の人口総数 

「糸満市人口ビジョン（令和 2年修正）」では、これまでの国勢調査人口による推計から、令和 2

年 9月末時点の住民基本台帳人口を基準年人口とした将来人口推計を行っており、併せて社人研

推計値の補正も行っています。その結果、当該計画に示される取り組みを実施することにより、

将来の人口総数は、2030 年に計画の目標人口である 63,000 人を達成し、2060 年には 2020 年と同

程度の人口を維持する事を目指すとしています。 

 

▲糸満市人口ビジョン（令和 2年修正）に示されている人口推計  

31,545 - 30,736 - 62,281 -

5,454 8.8% 5,261 8.4% 10,715 17.2%

19,141 30.7% 17,811 28.6% 36,952 59.3%

6,950 11.2% 7,664 12.3% 14,614 23.5%

 前期高齢者（65～74歳） 4,134 6.6% 4,044 6.5% 8,178 13.1%

 後期高齢者（75歳以上） 2,816 4.5% 3,620 5.8% 6,436 10.3%

男性 女性 合計

人
口

総人口

 年少人口（0～14歳）

 生産年齢人口（15～64歳）

 老人人口（65歳以上）
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

⑤小地域別高齢化率（平成 22年） 

H22 国勢調査による小地域別高齢化率では、30%を超える地域がすべて三和地区に集中してい

ることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲糸満市小地域別高齢化率 ※H22(2010年)国勢調査より 

 

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

⑤小地域別高齢化率（令和 2年） 

R2 国勢調査による小地域別高齢化率では、高嶺地区、兼城地区でも 30％を超える地域が見ら

れるようになっており、市全域で高齢化が進行していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲糸満市小地域別高齢化率 ※R2(2020年)国勢調査より 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

⑥夜間人口分布（平成 22年） 

夜間人口（定住人口）は糸満地区を中心に、国道 331 号（旧道）沿線で密度が高い傾向とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲夜間人口分布 ※H22（2010年）国勢調査より 
  

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

⑥夜間人口分布（令和 5年） 

夜間人口（定住人口）は糸満地区を中心に、国道 331 号（旧道）沿線で密度が高い傾向とな

っています。 

 

 

 

▲推計夜間人口分布 ※R05（2023）RESAS（混雑統計）より 

  

4



【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

⑦推計昼間人口分布 

推計昼間人口においても糸満地区を中心に人口密度が高くなっており、さらに西崎地区の工

業団地へ人口が集中する傾向が伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲推計昼間人口分布※株式会社日本統計センター（平成 22年国勢調査、勤務地、通学地） 

 

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

⑦推計昼間人口分布 

推計昼間人口においても糸満地区を中心に人口密度が高くなっており、さらに西崎地区の工

業団地へ人口が集中する傾向が伺えます。 

 

 

 

▲推計昼間人口分布 ※R05（2023）RESAS（混雑統計）より 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

（２）市民の移動動向 

①生活移動の概要（H22沖縄県買物動向調査） 

日常的な一般食料品における地元購買率は 82.9％と高い一方、買回品（婦人服）の地元購買

率は 49.8％と低く、那覇市へ 27.4％、豊見城市へ 15.3％の流出がみられます。（下図参照） 

また、買物時の移動手段としては、「自家用車」が 88.6％と最も利用されており、「バス・

タクシー」の利用は 1.6％です。（下表参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買物移動における流出・流入状況 

※出典：平成 22年度 沖縄県買物動向調査報告書（平成 23年 3月） 

 

 

 

 

 

▲買い物時の移動手段割合 

出典：平成 22年度 沖縄県買物動向調査報告書（平成 23年 3月） 

 

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

82.9%

4.3%

9.7%

0.7%

10%未満
10%以上

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

82.9%

0.5%

4.8%

8.9%

0.8%

10%未満
10%以上

1.3%

買物移動流出の状況（一般食料品） 買物移動流入の状況（一般食料品）

1.2%

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

49.8%

27.4%

15.3%

0.2%

10%未満
10%以上

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

49.8%

0.5%

3.3%

12.2%

1.3%

10%未満
10%以上

0.5%4.4%

買物移動流出の状況（買回品︓婦人服） 買物移動流入の状況（買回品︓婦人服）

0.8%

徒歩 バス・タクシー 自家用車 自転車・バイク モノレール その他 合計
人数 糸満市 25 6 325 9 0 2 367

糸満市 6.8% 1.6% 88.6% 2.5% 0.0% 0.5% 100.0%
県平均 12.1% 3.4% 81.2% 2.4% 0.2% 0.7% 100.0%

構成比

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

（２）市民の移動動向 

①生活移動の概要（H30沖縄県買物動向調査） 

日常的な一般食料品における地元購買率は 79.0％と H22 調査に比べて僅かに減少。買回品

（ファッション衣料品）の地元購買率は 46.6％と低く、那覇市への流出が 33.3％と増加してい

る。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

79.0%

9.5%

10%未満
10%以上

買物移動流出の状況（一般食料品）

糸満市

豊見城市

那覇市

西原町

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町

46.6%

33.3%

9.9%

10%未満
10%以上

買物移動流出の状況（買回品︓ﾌｧｯｼｮﾝ衣料品）
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

②通勤通学流動の概要（H22国勢調査） 

通勤の状況は、糸満市内への就業が 12,860 人（52.9％）と最も多く、次いで那覇市が 5,188

人（21.4％）、豊見城市が 1,934 人（8.0％）と続いています。 

通学の状況は、糸満市内の通学が 1,579 人（43.9％）と最も多く、次いで那覇市が 634 人

（17.6％）、八重瀬町が 302 人（8.4％）と続いています。 

また、通勤・通学の移動手段としては、糸満市内への通勤・通学、他市町村への通勤・通学

ともに「自家用車」が最も利用されています。「乗合バス」の利用は、糸満市内へ通勤・通学

者のうち 300 人（2.4％）、他市町村への通勤・通学者のうち 1,040 人（7.8％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通勤通学流動図 ※平成 22 年国勢調査 

 

 

通勤流動の状況（流出） 通勤流動の状況（流入） 

通学流動の状況（流出） 通学流動の状況（流入） 

302 人
591 人 

16 人 

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

②通勤通学流動の概要（R2国勢調査） 

通勤流動では糸満市内への就業が 13,255 人（50.6％）と最も多く、流出先では那覇市が

5,386 人（20.6％）、豊見城市が 2,940 人（11.2％）と続いており、いずれも H22 調査より増加

しています。 

通学流動では糸満市内への通学が 1,231 人（46.2％）と最も多く、流出先では那覇市が 544

人（20.4％）、八重瀬町が 204 人（7.7％）と続いており、いずれも H22 調査より減少していま

す。 

また、通勤・通学の移動手段としては、糸満市内への通勤・通学、他市町村への通勤・通学

ともに「自家用車」が最も利用されています。「乗合バス」の利用は、糸満市内へ通勤・通学

者のうち 201 人（1.6％）、他市町村への通勤・通学者のうち 838 人（5.8％）で、コロナウィ

ルス感染症の流行の影響もありともに H22 調査から減少しています。 

 

通勤流動の状況（流出）         通勤流動の状況（流入） 

 

 

通学流動の状況（流出）         通学流動の状況（流入） 

 
▲通勤通学流動図 ※令和 2年国勢調査  
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

 

 

 

▲通勤・通学時の移動手段割合（流出のみ）※平成 22年国勢調査 

 

  

糸満市内 他市町村 糸満市内 他市町村
に通勤・通学 に通勤・通学 に通勤・通学 に通勤・通学

1 徒歩だけ 1,875 85 15.2% 0.6%
2 鉄道・電車 1 107 0.0% 0.8%
3 乗合バス 300 1,040 2.4% 7.8%
4 勤め先・学校のバス 85 107 0.7% 0.8%
5 自家用車 8,165 9,697 66.1% 72.7%
6 ハイヤー・タクシー 65 47 0.5% 0.4%
7 オートバイ 685 1,465 5.5% 11.0%
8 自転車 609 239 4.9% 1.8%
9 その他 288 252 2.3% 1.9%
10 不詳 273 293 2.2% 2.2%

12,346 13,332 100.0% 100.0%

通勤通学者数 構成比
市内から　→

全 体

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

 

 

 

▲通勤・通学時の移動手段割合（流出のみ）※令和 2年国勢調査 

 

  

糸満市内 他市町村 糸満市内 他市町村
に通勤・通学 に通勤・通学 に通勤・通学 に通勤・通学

1 徒歩だけ 1,821 54 14.2% 0.4%
2 鉄道・電車 6 138 0.0% 1.0%
3 乗合バス 201 838 1.6% 5.8%
4 勤め先・学校のバス 132 110 1.0% 0.8%
5 自家用車 8,793 11,232 68.4% 78.1%
6 ハイヤー・タクシー 55 44 0.4% 0.3%
7 オートバイ 631 1,241 4.9% 8.6%
8 自転車 830 329 6.5% 2.3%
9 その他 265 288 2.1% 2.0%
10 不詳 115 101 0.9% 0.7%

12,849 14,375 100.0% 100.0%

構成比通勤通学者数
市内から　→

全体
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

（３）公共交通の現状（令和元年） 

①民営路線バスの近隣市町村への運行状況（H30公共交通利用実態調査） 
系統 

番号 
路線 運行会社 

主な経由地 

※経由しない便もあり 
行き先 

34 東風平線 

沖縄バス 

与座・富盛・東風平・津嘉山・国場・

真玉橋・古波蔵・開南 

那覇バスターミナ

ル 

35 志多伯線 
座波・志多伯・東風平・津嘉山・国

場・沖縄大学前・与儀十字路・開南 

89 糸満線 
琉球バス交通 

沖縄バス 

潮平・豊見城南高校前・我那覇・高

良・赤嶺駅前・那覇西高校前・軍桟

橋・旭橋・壺川・開南 

※一部西崎・航空隊を経由する便あり 

446 那覇糸満線 那覇バス 
座波・北波平・保栄茂・小禄・旭橋・

開南・旭橋 

200 糸満おもろまち線 

沖縄バス 

座波・志多伯・白川小学校前・徳洲会

病院前・津嘉山・国場・壺川・バスタ

ーミナル前・泊高橋 おもろまち駅前広

場 

235 志多伯おもろまち線 

座波・志多伯・東風平・津嘉山・国

場・沖縄大学前・与儀十字路・開南・

バスターミナル前・泊高橋 

334 国立劇場おきなわ線 

富盛・東風平・徳洲会病院入口・国

場・古波蔵・開南・バスターミナル

前・泊高橋・天久・勢理客 

国立劇場おきなわ 

（結の街） 

107 
南部循環線 

（真壁廻り） 
琉球バス交通 

高嶺入口・真壁・米須・喜屋武 
糸満バスターミナ

ル 
108 

南部循環線 

（喜屋武廻り） 
喜屋武・米須・真壁・高嶺入口 

36 糸満新里線 沖縄バス 

与座・志多伯入口・東風平・稲嶺十字

路・仲程・大里入口・与那原・馬天・

新里 

親慶原出張所 

81 西崎・向陽高校線 

琉球バス交通 

水産高校前・高嶺入口・具志頭・向陽

高校前 
玉泉洞 

82 玉泉洞糸満線 名城・姫百合の塔前・向陽高校前 玉泉洞 

 

 

  

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

（３）公共交通の現状（令和６年） 

①民営路線バスの近隣市町村への運行状況 
系統 

番号 
路線 運行会社 

主な経由地 

※経由しない便もあり 
行き先 

34 東風平線 

沖縄バス 

与座・富盛・東風平・津嘉山・国場・

真玉橋・古波蔵・開南 

那覇バスターミナ

ル 

35 志多伯線 
座波・志多伯・東風平・津嘉山・国

場・沖縄大学前・与儀十字路・開南 

89 糸満線 
琉球バス交通 

沖縄バス 

潮平・豊見城南高校前・我那覇・高

良・赤嶺駅前・那覇西高校前・軍桟

橋・旭橋・壺川・開南 

※一部西崎・航空隊を経由する便あり 

446 那覇糸満線 那覇バス 
座波・北波平・保栄茂・小禄・旭橋・

開南・旭橋 

200 糸満おもろまち線 

沖縄バス 

座波・志多伯・白川小学校前・徳洲会

病院前・津嘉山・国場・壺川・バスタ

ーミナル前・泊高橋 おもろまち駅前広

場 

235 志多伯おもろまち線 

座波・志多伯・東風平・津嘉山・国

場・沖縄大学前・与儀十字路・開南・

バスターミナル前・泊高橋 

334 
国立劇場おきなわ線 

※延伸 

富盛・東風平・徳洲会病院入口・国

場・古波蔵・開南・バスターミナル

前・泊高橋・天久・勢理客 

サンエーパルコシ

ティ 

107 
南部循環線 ※延伸 

（真壁廻り） 
琉球バス交通 

高嶺入口・真壁・米須・喜屋武・糸満

市役所前・潮平・道の駅いとまん前 糸満バスターミナ

ル 
108 

南部循環線 ※延伸 

（喜屋武廻り） 

道の駅いとまん前・潮平・糸満市役所

前・喜屋武・米須・真壁・高嶺入口 

36 糸満新里線 沖縄バス 

与座・志多伯入口・東風平・稲嶺十字

路・仲程・大里入口・与那原・馬天・

新里 

南城市役所 

81 西崎・向陽高校線 

琉球バス交通 

水産高校前・高嶺入口・具志頭・向陽

高校前 
玉泉洞 

82 玉泉洞糸満線 名城・姫百合の塔前・向陽高校前 玉泉洞 

189 糸満空港線 ※新設 琉球バス交通 
糸満入口・水産高校前・道の駅いとま

ん前 
那覇空港 

TK01 
ハーレーエクスプレ

ス ※新設 
東京バス 名城ビーチ・糸満市役所・那覇空港 国際通り入口 

TK02 
ウミカジライナー 

※新設 
東京バス 

名城ビーチ・糸満市役所・あしびな

ー・瀬長島ホテル・那覇空港 
国際通り入口 

TK03 
琉球ホテルエアポー

トリムジン ※新設 
東京バス 名城ビーチ 那覇空港 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

 

 

 

 

 

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

②補助対象路線の状況 

市内を通過・循環している路線バスのうち、那覇市へ向かう路線は採算性が確保されている

ものの、南部循環線、新里線、玉泉洞糸満線の 3路線は不採算路線となっています。 

糸満市では、補助金を拠出し、糸満市の公共交通網を維持している状況です。平成 30 年 10

月には、市内公共交通網を一部再編し、補助対象路線だった国吉線を廃止、運行頻度を下げデ

マンドバス車両（10 人乗り）を使った代替運行を実施しています。 

 

系統番号 路線 運行会社 主な経由地 行き先 

107 
南部循環線 

（真壁廻り） 
琉球バス交通 

高嶺入口・真壁・米須・喜屋武 
糸満バスターミ

ナル 
108 

南部循環線 

（喜屋武廻り） 
喜屋武・米須・真壁・高嶺入口 

36 糸満新里線 沖縄バス 

与座・志多伯入口・東風平・稲嶺十字

路・仲程・大里入口・与那原・馬天・

新里 

親慶原出張所 

82 玉泉洞糸満線 琉球バス交通 名城・姫百合の塔前・向陽高校前 玉泉洞 

 

 

 

 

  

1,056 982 1,024 1,069 876 1,060 952 822

9,107 9,360
7,789

9,970 9,864 10,681 9,734
11,974

1,779 1,756 1,739 1,834 1,523 2,051 2,175 2,340

14,798
15,907 16,460 16,473 16,984 17,632 18,507

19,745

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

市補助額/年

36新里線 82玉泉洞糸満線 85/86国吉線 107/108南部循環線

13,374 14,004 14,282 14,986 16,235 17,049 19,184
23,292

44,603 43,573 45,559 44,206 41,946 42,586

49,621
46,781

4,772 5,581 5,660 5,341
8,899

4,210 3,663 3,481

31,700
27,934 28,267

25,247
21,565

26,916 26,742 26,880

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

年間輸送人員

36新里線 82玉泉洞糸満線 85/86国吉線 107/108南部循環線

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

②補助対象路線の状況 

市内を運行している路線バスのうち、那覇市へ向かう路線は一定程度採算性が確保されてい

るものの、南部循環線、新里線、玉泉洞糸満線の 3路線は補助対象路線となっています。 

糸満市では、「地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」及び「沖縄県生活バス路線確保対策

補助金」を活用し、引き続き運行を維持できるよう、サービス水準を確保するとともに、沿線

市町村、沖縄県及びバス事業者と連携し、利用促進に向けた取り組みを行っています。 

 

系統番号 路線 運行会社 主な経由地 行き先 

107 
南部循環線※延伸 

（真壁廻り） 
琉球バス交通 

高嶺入口・真壁・米須・喜屋武・糸満

市役所前・潮平・道の駅いとまん前 糸満バスターミ

ナル 
108 

南部循環線※延伸 

（喜屋武廻り） 

道の駅いとまん前・潮平・糸満市役所

前・喜屋武・米須・真壁・高嶺入口 

36 糸満新里線 沖縄バス 

与座・志多伯入口・東風平・稲嶺十字

路・仲程・大里入口・与那原・馬天・

新里 

親慶原出張所 

82 玉泉洞糸満線 琉球バス交通 名城・姫百合の塔前・向陽高校前 玉泉洞 

 

 

 

 

 

  

↑延伸 
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

③デマンドバス（いとちゃんmini）の運行状況  

糸満市では、平成 27～28 年度に糸満市地域観光交通（愛称：いとちゃん mini）としてデマン

ドバスの実証実験を実施し、平成 30～32 年度にかけて試験運行を開始しました。 

今回の試験運行は、「糸満市地域観光交通実証実験」では解決できなかった、本格運行に向

けた各種課題を再整理することを目的に行っています。 

また、本格運行を行う際、国土交通省「地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー

系統確保維持費国庫補助金）」の活用を視野に入れた「実証運行」と位置付けています。 

 
▲デマンドバス（いとちゃん mini）バス停マップ 

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

③デマンドバス（いとちゃんmini）の運行状況  

糸満市では、平成 27～28 年度に糸満市地域観光交通（愛称：いとちゃん mini）としてデマン

ドバスの実証実験を実施した以降、試験運行を経て令和 3年 10 月より本格運行を開始しまし

た。60 代以上の女性や免許返納者、障がい者などを中心に市民の日常的な移動手段として定着

していることから、現在は地域公共交通確保維持改善事業費（地域内フィーダー系統確保維持

費国庫補助金）により、運行の確保・維持を行っています。 

 

 
▲デマンドバス（いとちゃん mini）の運行実績推移 

令和 2 年度
試験運行

令和 3 年度
実証→本格運行

令和 4 年度
本格運行

令和 ５ 年度
本格運行

運行期間

令和２年 4 月 1 日
～

令和３年 3 月 31 日
（365 日間）

令和 3 年 4 月 1 日
～

令和 4 年 3 月 31 日
（365 日間）

令和 4 年 4 月 1 日
～

令和 5 年 3 月 31 日
（365 日間）

令和 5 年 4 月 1 日
～

令和 6 年 3 月 31 日
（363 日間）

バス停数 165 箇所 168 箇所

予約締切
時間

乗車希望時間の 30 分前

運行時間 9 時～17 時
 9 時～17 時

大人運賃 バス停間の直線距離にて
300円～600円

①累計予約
件数

１８，０６６件 ２１，９２１件 ２４，４４４件 ２４，５３５件

②累計乗車
人数

２０，２２３人 ２４，０４８人 ２７，６０８人 ２７，１９０人

③平均予約
件数（日）

４９．６件/日 ６０．１件/日 ６7．0 件/日 ６7．６ 件/日

④平均乗車
人数（日）

５５．６人/日 ６５．９人/日 ７5．6 人/日 ７４．９ 人/日

⑤平均予約
件数（h）

6.2 件/h 6.0 件/h 5.6 件/h 5.6 件/h

⑥平均乗車
人数（h）

6.9 人/h 6.6 人/h 6.3 人/h 6.2 人/h

8,293/18,066  件 10,408/21,921 件 11,960/24,444 件 12,257/24,535 件
乗合発生率 45.9％ 乗合発生率 47.5％ 乗合発生率 48.9％ 乗合発生率 49.9％

⑧累計登録
者数

2,751 人 3,570 人 4,579 人 5,525 人

⑨障がい者・
免許返納割引
利用者の割合

44.0% 45.6% 44.2% 49.2%

⑩累計お断り
件数

864 件
お断り率 4.1%

1,119 件
お断り率 4.9%

1,976 件
お断り率 7.5%

2,226 件
お断り率 8.3%

比
較
項
目

171 箇所

⑦乗合発生
件数

乗車希望時間の 15 分前

運
行
条
件

7 時～19 時

バス停間の直線距離にて
～3km︓300円 、3～6km︓400円 、6km～︓500円　※9km超を廃止
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【旧：地域公共交通網形成計画策定時】 

 

④民間送迎バス「ブーゲンビレア号」事業概要（平成３０年度現在） 

糸満市では平成 18 年度の「糸満市新公共交通体系導入可能性調査」結果を踏まえ、平成

20 年 5月より民間事業者の運行する送迎バスの空席を活用した送迎バス活用モデル事業を実

施しています。 

平成 20～29 年度までは南部病院、糸満自動車学校に加え、西崎病院とソフィアの送迎バス

もブーゲンビレア号として運行していたが、平成 30 年度からは 2者となりました。 

利用対象者は、市内在住の満 65 歳以上で送迎バスに一人で乗降できる者で、市役所窓口に

て事前申請後、乗車証交付を受けることで利用が可能となります。（利用料金は無料） 

運行ルートは、南部病院が４コース、糸満自動車学校が５コース運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲南部病院送迎ルート                  ▲糸満自動車学校送迎ルート 

 

 
▲ブーゲンビレア号利用者数の推移 

6,177 

12,937 
13,558  13,459  13,648  14,207 

15,188 

13,401 

9,670  10,068 

4,109 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

（人）

【新：地域公共交通計画策定に向けた時点修正】 

 

④民間送迎バス「ブーゲンビレア号」事業概要（令和５年度） 

糸満市では平成 18 年度の「糸満市新公共交通体系導入可能性調査」結果を踏まえ、平成

20 年 5 月より民間事業者の運行する送迎バスの空席を活用した送迎バス活用モデル事業を実

施しています。 

利用対象者は、市内在住の満 65 歳以上で送迎バスに一人で乗降できる者で、市役所窓口に

て事前申請後、乗車証交付を受けることで利用が可能となります。（利用料金は無料） 

平成 30 年度に西崎病院とソフィアが送迎を取りやめ、2者による運行となったことから利

用者が減少していましたが、令和 2年に南部病院が豊見城市字上田に移転（豊見城中央病院

へ名称変更）したことに加え、コロナウィルス感染症の流行、いとちゃん mini の本格運行な

どを背景に、大幅に利用者が減少しています。 

現在は、豊見城中央病院が豊見城市字上田と糸満市内を巡回する４コース、糸満自動車学

校が５コース運行しています。 

 

 

 
▲ブーゲンビレア号利用者数の推移 

 

 

 
▲事業者別利用者数の比較 

4 者→2者へ 

南部病院移転 
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（４）公共交通の現状（その他動向）

①路線バスの状況

路線バスの利用者（バス輸送人員）は昭和 39 年（1964 年）をピークに長期間に渡って減少し

ていましたが、平成 16 年（2004 年）以降は横ばいの傾向でした。また、モノレールの利用者は

運行開始から一貫して増加傾向にありましたが、令和 2年（2020 年）に新型コロナウィルス感

染症の拡大に伴いバス・モノレールともに利用者は大幅に減少しました。 

近年では徐々に利用者が増加している事が伺えますが、路線バスを運転可能な大型 2種免許

の保有者は高齢化が進み、現在は最も保有人口が多い世代は 65～69 歳となっています。 

▼沖縄本島タクシーの輸送人員、走行キロ、実車キロの推移 出典：運輸要覧（沖縄総合事務局） 

▼年齢別大型 2種免許保有者数の推移（沖縄県） 出典：運転免許統計（警察庁） 

②タクシーの状況

沖縄本島におけるタクシー輸送人員も路線バス同様に長期間に渡って減少を続けており、令

和 2年（2020 年）以降は新型コロナウィルス感染症の拡大を受けて大幅に減少していました。

その後、令和 4年には増加する観光客やレンタカー不足などを背景に増加に転じています。 

一方、近年のタクシー車両台数や運転者数の推移では、車両数は横ばいであるもののコロナ

過中に運転者数が大きく減少しており、輸送実績が増加した令和 4年でも減少傾向にあること

から、需要に対してタクシーの供給が不足している事が伺えます。 

なお、運賃面では燃料費の高騰などを背景に、中型初乗り運賃で令和元年に 10円増（560

円）、令和 5年に 40 円増（600 円）と段階的に引き上げられており、事業採算性の向上が図ら

れています。 

▼沖縄本島タクシーの輸送人員、走行キロ、実車キロの推移 出典：運輸要覧（沖縄総合事務局） 

▼沖縄本島タクシー車両数・運転者数の推移 出典：運輸要覧（沖縄総合事務局） 
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③新たな移動手段の創出に向けた取組み  

人口減少及び高齢化が全国的に進む中、免許返納した高齢者をはじめ移動手段の確保に対す

る不安が高まっています。一方、路線バスの減便・廃止やバス・タクシードライバーの減少が

進み、公共交通の確保は危機的な状況にあることを受け、国土交通省に「交通空白」解消本部

が設置され地域の足を確保するための様々な対策例が示されています。 

 

 ■対策例（地域の足） 
 

▼出典：国土交通省「交通空白」解消本部（「地域の足」「観光の足」の現状と対策）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路運送法 78条 2 号関係 

自家用有償旅客運送 

（公共ライドシェア） 

 市町村や NPO、商工会な
どが自家用車を活用して

提供する有償旅客運送 

 導入に向けては既存交通
事業者などを含めた協議

会等での合意形成が必要 

 省令において「交通空白
地有償運送」及び「福祉

有償運送」が規定されて

いる 

道路運送法 4条 

区域運行 

（デマンドバス） 

 バス事業者等が自治体か
らの委託を受けて提供す

る、有償の旅客運送 

 導入に向けては既存交通
事業者などを含めた協議

会等での合意形成が必要 

 

 

 車両の配車システムを AI
により効率化を図る取組

が進められている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■対策例（観光の足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路運送法 78条 3 号関係 

自家用車活用事業 

（日本版ライドシェア） 

 タクシー事業者の管理の
下で、地域の自家用車・

一般ドライバーを活用し

た運送サービス（令和６

年３月創設） 

 タクシー配車アプリデー
タ等を活用して、タクシ

ーが不足する地域・時

期・時間帯を特定 

 MaaS（Mobility as a 
Service）は、複数の交

通手段を一つのサービス

として統合し、移動の利

便性を向上させる次世代

の交通サービスです 

 利用者はバス、タクシー
などの公共交通機関を一

括で検索、予約、決済で

きるため、スムーズな移

動が可能になります 

 観光や医療などの分野と
連携することで地域の課

題解決にも寄与すること

が期待されています。 

 ゲートウェイ戦略とは、
地域への入り口となる交

通結節点等へのアクセス

を強化し、その地域の魅

力を効果的に発信するこ

とで観光客を誘致する戦

略です 

 アクセスの強化にあたっ
てはバス、タクシーなど

様々な移動サービス事業

者間の連携が求められま

す 
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④その他新たな車両など  

▼自動運転バス（上：北海道岩見沢市 HP より 下：長野県塩尻市 HP より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼特定小型原動機付自転車（左：2輪タイプ LUUP HP より 右：4輪タイプ スズキ HP より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急時対応のための運転者同
乗タイプから遠隔監視、車両

も小型から中型バスまで様々

な内容の実証運行が行われて

います 

 実証運行では、沿線住民のニ
ーズ調査をはじめ、システム

の安全性、定時性、事業性、

社会受容性などについて様々

な検証が行われています 

 定格出力 0.6kW 以下の電動機を搭載し、最高速度が 20km/h 以下の車両です 
 車体の大きさは 190cm×幅 60cm 以下、運転免許不要で 16 歳以上なら運転が可能です 
 原則車道を走りますが、基準を満たした歩道走行モードを備えた車両であれば「普通自
転車等及び歩行者等専用」の標識がある歩道を走行することが可能で、環境に優しい移

動手段として注目されています 

 

 

▼グリーンスローモビリティ 

（上：小型タイプ 環境省 HPより 下：普通自動車タイプ 日光市 HP より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グリーンスローモビリティ
は、時速 20km 未満で公道を

走ることができる電動車を活

用した小さな移動サービス

で、その車両も含めた総称で

す 

 導入により、高齢者の移動手
段や、観光客の利便性の高い

周遊手段の確保など地域が抱

える様々な交通課題の解決や

低炭素型交通の確立が期待さ

れます 
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